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六十を過ぎたら 
長房寿囲碁同好会 池口隆久 

 退職する前から私は思いこんでいた。「還暦を過ぎたら、脳細胞は退化の一途をたどり、決して良

くなることはない」と。棋力についても同様であろうと見なしていた。ところが、棋力だけにしぼっ

て考えてみると、必ずしもそうとは限らないのではという疑念が頭をもたげてきた。 
 とにかく、自分の頭脳を実験材料として、還暦後の棋力向上についての挑戦を試みることにした。

まず、第一に八王子の本屋、古本屋を巡り歩き、碁に関する本をどっさり買い集めてきた。本を積ん

でおくと、読みたくなるから、それでいい。全部読まなくてもいい。少し読んで碁盤に石を並べたく

なれば、それでいい。 
 その結果、近頃ある結論に達した。年齢と共に退化するという常識に反して、棋力については、進

歩する場合もあると。確かに若い頃とくらべると、進歩は遅々としているが、忘れてしまう分の何倍

も知識を得て考えれば、多少なりとも進歩するのだと信じている。 
 とにかく、若い頃より時間は多くとれる。受験勉強もしなくていい。職場の勤務時間に束縛されて

もいない。心がけ次第では一日に８～１０時間も碁の勉強が出来る。これが有利な点でなくて何であ

ろうか。 
 また私は周囲から、「駄目だね」と言われている碁打人がヤル気を見せると、無性に応援したくなる。

これは教員をしていた頃の職業根性が抜けきれていないせいもある。こういう人が少しでも向上して

くれると、我がことのように嬉しくなってしまう。自分のことは棚に上げて、そっちばかり気になる。

そして、つぶやいてしまう。少し大きめの声でつぶやいてしまう。「よくやっているね」と。       
 

第1２回棋聖大賞囲碁大会の結果 

 棋聖大賞大会が、去る１月１６日（日）に開催されました。 
参加者（４２名） 優 勝 準優勝 第三位 

Ａ組（７段以上）２２名 河津征夫 北野/７段 真田誠次  淺川/７段 吉田 旭 浅川/７段 

Ｂ組（６段以下）２０名 宮崎誠一 中野/５段 佐藤要吉 長房/６段 穂積宏易 由木/３段 

碁楽連だより 
碁楽連の目的 

碁楽連は、八王子市内に居住する高年者が、

囲碁を通じて親睦を図り、かつ、健康を維持

できるようにその機会を提供し、高年者の福

祉の増進に寄与することを目的とする。 
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           開 会 式                       対 局 風 景 

 
投 稿 
 

平成２２年を川柳で振り返る 
                         北野寿囲碁同好会  安原 明 
平成２２年も多くの出来事がありました。皆さんは何が一番記憶に残っていますか。忘れてしまう

ことがらがずいぶん多いように思われます。私が日記代わりに作っている川柳の中から月ごとに拾っ

てみました。共感して頂けるものがあれば幸いです。                                                
１月  初詣誤字ある絵馬に苦笑い  

      ２月  先住民五輪舞台に勢ぞろい (バンクーバー ) 
      ３月  合格の祝いメールで孫に打ち  
      ４月  スカイツリーの如く葉牡丹花開く  

５月  軽口で墓穴を堀りし人となり (鳩山さん) 
      ６月  燃え尽きて賞賛浴びる心意気（はやぶさ）  
      ７月  ブブゼラに恐れなしたか蝉鳴かず（ＷＣＳ）  
      ８月  幽霊の高齢者いて寿命伸び  
      ９月  秘書々々と逃げる人追い裁判へ (小沢さん ) 
    １０月   反日のデモなら許す国もあり  
    １１月   連勝を止めた国産力士かな  
    １２月   開戦日闇討ち成って大戦果 (真珠湾攻撃 ) 
      番 外   百年の風雪に耐え生き延びし餘部鉄橋蘇りたり  

（１０．１２．１４） 

 

へ ぼ 碁 三 題  
川口やまゆり寿囲碁同好会  齋藤三男  

 定年後は、さぞかし暇になるだろうから、好きな囲碁に打ち込めるかと思いきや、

左にあらずして、現職時代の仕事の続きで、多忙な毎日を過ごす羽目に陥ってる始  
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末。これでは、囲碁の強くなる筈もないなぁーと、溜息ばかり吐 (つ )いている毎日で 
ある。それでも何とか、囲碁の大会に出場しているので、以下はその報告。  

 
(1)『平成 22 年度  活きいき囲碁川口大会に参加して』  
今日の 2010 年 10 月 17 日 (日 )は、朝から「平成 22 年度活きいき囲碁川口大会」

で大忙しである。朝 9 時開始に間に合うように、自転車でやまゆり館に出掛ける。

到着すると、八王子碁楽連川口支部 (川口やまゆり寿囲碁同好会 )のメンバーが、会場

作りに忙しく働いている。僕もすぐに手伝いに入る。  
机の配置や碁盤の準備でてんてこ舞いの忙しさだ。今日の囲碁大会は、八王子市

全域から、囲碁好きが 70 名以上も参加する

大イベントである。  
受付で、今日の参加費 (七百円 )を支払って

C クラス (2 段～級位者 )に、1 級で参加を申し

込み、囲碁の会場に入る。会場に 70 名も入

ると仲々の壮観である。開会式を終えると、

いよいよ対局開始である。  
一回戦は、同じ 1 級の方で、にぎりで僕が

コミを 6目半貰い白番で打つ。打ち始めると、

なかなかな手強く、どう見ても僕の方が非勢である。対局開始から 40 分程経過した

後、残り時間 10 分の対局時計を置かれてしまった。僕は時計には慣れていないし、

相手も同様である。終盤近く、僕が仕掛けたコウに対して相手側にコウ立てが無く、

ぼくがコウに勝ち、寄せてみたら、僕の盤面 1 目勝ちであった。コミを入れると、

白の７目半勝ちである。これで、一回戦を無事突破した。  
 二回戦は、5 級の方が相手である。4 子置かせての対局だ。序盤からたいした競り

合いはなく中盤から終盤へと進んだが、終盤近く、黒の石が数ヶ所で白に捕まって

死んでしまい、黒の投了となった。これで白番の僕の中押し勝ちとなった。  
ここまでで昼食休憩となり、昼食には八王子伊勢屋の「干瓢巻きと稲荷寿司」の

入った弁当とお茶が出た。昼食の後の午後 1 時頃から始まった三回戦は、対戦相手

が 2 級の方だった。相手のコミ無し先 (黒番 )である。序盤から中盤まで、互いに勢

力争いをした結果、中央に、大きな白模様が出来、ここへ黒が無理に入り込んで来

た。この黒をうまく捕まえてしまったので、中央に大きな白地が出来てしまい、こ

れで黒の投了となった。これで、3 勝 0 敗である。  
以上で予選が終わり、続いて決勝トーナメントとなる。勝ち残った 4 名による準

決勝である。僕の相手は初段の方で、僕のコミ無し黒番だ。序盤から、接近戦でぶ

つかりあい、激しい戦いとなったが、中央の白の大石が死んで、僕の中押し勝ちと

なった。これで 4 勝、次はいよいよ決勝である。  
決勝は持ち時間がそれぞれ 30 分で対局時計を置かれてしまった。日頃慣れていな

いので、どうも時計付きの試合は苦手である。決勝の相手は 2 段の方である。僕が  
２子置いての対戦だ。中盤までは優勢に戦いを進め、勝利の予感がしたのであるが、

終盤時間に追われて支離滅裂。結局、右上隅と左辺の黒を殺され僕が投了し中押し

負けとなってしまった。優勝すると昇段する決まりなので、昇段出来るチャンスを

逃し、大変に残念でならなかった。優勝した相手の方はこれで 2 段から 3 段に昇段  
し、次の大会からはＢクラスに出場出来る。  
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結局、今日は、善戦健闘むなしく、残念なことに 4 勝 1 敗で準優勝。それにして

も、無念残念、まだ 1 級…。準優勝の賞品は商品券であった。家に持って帰ったら、  
かみさんが大喜びした。  

 
(2)『八王子市民文化祭囲碁大会で、3 勝１敗』 
今日の 2010 年 11 月 3 日 (水 )は文化の日であ

る。八王子市民文化祭囲碁大会に出場すべく、

朝、8 時少し過ぎのバスに乗車。織物組合バス

停で下車し、歩いて、会場の八王子市市民会館

に向かう。市民会館の前には、かなりの人だか

りである。その多くは、合唱祭の参加者のよう

だ。隅の方に、囲碁大会の看板を見付けた。  
午前 9 時半受付開始。受付で級位者の C クラスに参加費千円也を支払い、参加申

し込みを済ます。午前 10 時をだいぶ回ってから対局開始。今日の参加者は、91 名

である。  
最初の相手は、2 級の男性。勝とう勝とうが、焦りを生じたのか、序盤で大ポカ

をして大石を取られ、そのままズルズルと中押し負け。これで、昼食休憩となる。

例によって、稲荷寿司と干瓢巻の弁当が出る。席について、弁当を食べていたら、

左隣の方が 8 段、右隣の方が 7 段だった。恐れ入って、早々 (はやばや )と退散する。  
2 局目も 2 級の男性。1 局目の敗北で、気分は落ち込んでしまったが、それが、幸

いしたのか、クールに戦うことが出来、中盤から終盤にかけて相手の石がポロポロ

と死んで、僕の中押し勝ちとなった。3 局目は、毎年、相手をしている 2 級の女性

の方である。八王子碁会所で勉強されているとのことで、相手をする度に強くなっ

ている。ただ、女性の場合は、果敢に闘いを挑んでくることが少ないので、ゆっく

りと地合を計りながら、打つことが出来る。結局、上辺に大きな白地が出来て、寄

せてみたら大差で、白の勝ちであった。4 局目も 2 級の男性である。序盤から、丁

寧に打ち進め、中盤に僕の見損じで白地に大きく食い込まれたが、寄せてみたら白

の 10 目以上の勝ちであった。  
今日は、相手が 2 級の方のみで、すべて白番で打った。C クラスでは優勝候補と

の呼び声が高いとの噂が聞こえて来た故なのか、初戦で勝ちを急いで躓 (つまづ )き、

結局、3 勝 1 敗に終わってしまい、返す返すも残念でならない。その上、3 位内入賞

も果たすことが出来なかった。またしても優勝出来ず、口惜しいけれど…まだ、1
級。情けない自分自身に向かって、思わず、腹の中で、ただ「コン畜生め！！」と

怒鳴りつけていた。  
 
(3)『下駄を履く』  
囲碁打たれる方なら知らぬ人は無い手筋に、「下駄 (ゲタ )を履く」というのがある  
ことは、皆さんも、先刻ご存知のとおりですが、これに因んだ小咄を一席…。  
                                   

 小 咄    『  後  家  願  望  』  
えー、いつでもどこでも、若い衆が集まると、お色気のほうに話がゆくもので…、  

「あァ、おいらおぼこ（純情）な生娘 (きむすめ )が好きだな。小間物屋のお久ちゃん、

いいよなァ、あの娘は。」 「いやいや、しんねこ（人目をさけて語り合うこと）は 
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年増に限るぜ、どうだい、横丁の師匠の、あの色っぽいこと。」  
「俺は地女より、商売女がいい。吉原の八幡楼の、千歳てぇ妓 (こ )は、そりゃあもう、

飛びっきりだぜ。女は女郎に限らあ。」  
「冗談いっちゃあいけねえ。モノにしたいなァ、大きな声じゃいえねえが、尼さん

だよ。こんど法然寺に来た若い比丘尼 (びくに)。見ただけで、ブルッと来ちゃう。」  
 勝手なことをいい合っておりますのを横目に、一人が…、  
「おめえら、みんな若えな。何といっても色は後家さんに限ると、むかしからいう

だろう。伊勢屋の若旦那が死んで、後家さんになったあのお花さん。あの艶 (あで )
やかさ、色っぽさはたまらねえじゃねえか。」  
「あー、そうだ。」と、たちまち衆議一決して、後家さんが一番ということになった。

中の一人が、無精ひげを撫ぜながら…、  
「ああ、俺の女房も、早く後家にしてみてえ。」聞いてる連中は、皆、この野郎のお

内儀 (かみ )さんの面 (つら )を、よく知っているもんだから、  
思わず…、「ゲタ、ゲタ、ゲタ、ゲタゲタ、ゲタ、ゲタ……。」お後がよろしいよう

で…、ではまた。  
 

 

秋の山にキノコ求め  
                      長房寿囲碁同好会 池口隆久  
 キノコの採れる秘密の場所は誰にも教えない。子にも教えないそうだ。小学校６

年生の時かな、兄と兄の友達３人に連れられて、川口（今で言うと川口中学の裏手

の日当たりの良い雑木林）に行った。畑からちょっと上った道の両わきに、キノコ

がそれこそニョキニョキ生えていた。私は体がぞくぞくしてきて、腹のそこから感

動がこみあげてくるのを感じた。それから、私はやみつきになってしまった。秋に

なると気になるのである。キノコが山で私を待っているのではないかと。川口には

その後、何度か行ったが、あまりなかった。そのうちに、その秘密の場所は八王子

カントリーというゴルフ場に様変わりしまったから、もう行かない。  
 兄たちは、イッポンシメジと呼んでいたが、ウラベニホテイシメジが正しい。八

王子近隣の人は、たいていウラベニホテイシメジのことを、イッポンシメジと呼ぶ

ようだから無理もない。学名イッポンシメジは有毒キノコで、同じ種類のクサウラ

ベニタケと共に、食中毒を起こし、毎年秋には新聞紙面の多摩版に登場するポピュ

ラーなキノコだ。無理もない、このキノコがどこにでも良く生えているのだから。

よく、踏みつけている人がいるが、そんなことはやめてほしい。毒はあっても立派

なキノコなのだから。人格ならぬキノコ格を尊重してあげたいものだ。  
 この毒キノコに今年は助けられた。今年は酷暑のせいか例年より４週間も遅れた。  
もちろん、キノコの出るのが遅れたのである。６０年以上も毎年秋の山に行ってる

が、こんなに遅れるのは珍しい。たしか３０年前にもこんなことがあった。雨が降  
らないで気温が高くキノコはほとんど出なかった。毎朝、勤めの前に朝早く暗いう

ちから山に通っていて、正常の勤務の上に、夜の時間講師のアルバイト、この生活  
が一ヶ月間も続いた。私も生身の体ゆえ、当然疲労が重なり、とうとう修学旅行の

旅先で発熱を起こし、八王子に戻るとすぐに、多摩相互病院に入院させられ１７日  
間も留め置かれた。腎う膀胱炎といわれた。３日間で体調は戻ったが、すぐには出  
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してくれなかった。生徒や同僚の先生に迷惑をかけてしまったが、さすがにキノコ

のせいと白状はしなかった。いまだもって後ろめたい。  
 なぜ、毒キノコに助けられたかって。それを説明しよう。いままで６０年間、毒

キノコが生えていると、すぐにそこを素通りしていた。今年は、毒キノコに挨拶し

に、そのそばまでいったのである。のこのこと。「やあ、今年も出ているね。よろし

く。」と言いにいった。キノコに挨拶して、いつもの習慣でその場所から付近を見渡

すと、ビックリした。あった。ウラベニホテイシメジがその５メートルもの近くに。

良く考えてみたら、毒キノコと私の好きなシメジとは親戚同士なのだから当然なの

だろう。  
 ウラベニホテイシメジを紹介しよう。大きいのになると傘の直径が１５センチ、

茎の高さ（長さ）２０センチにもなる。小さな篭だと、２～３本でいっぱいになる。

初めのうちは、誇らしげに、他人に見えるようにバスの床に置いて知らん顔を決め

込んでいた。そのキノコの特徴は、傘の市目傘模様と、傘の表面の細かな繊維紋、

それに匂い、ゆでたとたきの茎のわずかな苦みである。とにかく大きくて立派なの

である。  
 雨の日は、山に入る人もいないので都合が良い。誰もいないので、ゆっくり歩き

たくさん採れる。背中の背負い篭にいっぱいになり雨に濡れたキノコはやけに重い。

もういっぱいだからよそうと思っていても、帰り道にまだあるとつい採ってしまう。

すると背中の篭から茸がころげ落ちる。欲ばりもいいかげんにしないと。そう思っ

ていても、つい手を出してしまう。数年前にこの無理がたたって、とうとう肺炎に

なり、かかりつけの内科医に診てもらい、その勧めに従い、医療センターと信濃町

の慶應病院に行き、やっと安心した。もう肺炎を起こさないように、雨の日はよそ

うと思うが、いつまでもつことやら。  
 サクラシメジも私の好きなキノコだ。だいぶ前のことだが、藤野駅からバスに乗

り、大九和で降り、東へ歩いて石砂山に着いた。尾根を北へ少し降りたところでサ

クラシメジが目についた。ほんの数本かと思ってしゃがんで採った。するとまた目

の前に生えている。するとまたその前にも。夢中になって採っていると尾根をまた

いで元の場所に戻っていた。まるで相撲の土俵のようだった。サクラシメジの別名

ドヒョウモタシの意味が分かった。この日はそれからが大変だった。なぜかって。

山を下りて篠原部落に着き、それからバスのない車道を対岸の与瀬（相模湖）駅ま

で、車道を長靴でとぼとぼ歩いたのだから。  
 キノコの判別は（特に食・不食）図鑑を頼りにしている。キノコ図鑑だけで６冊  
も持っている。写真の色具合や模様が本によりかなり異なるからだ。自分には新し

いキノコを採ってくると、まず毒茸（あまりない、せいぜい２０種ぐらい）の部を

見る。始からひとつずつ確かめていき、毒茸でないと確かめたら、今度はどういう  
キノコか確かめる。わからないとき、どうしても確かめたいときには、その茸をほ

んの少し（ほんの少しだ）自分で食べてみる。３０分から１時間でその結果はわか  
る。人から聞いた話だが、旧制２中（立川高校）の生物の先生が茸の専門家であっ

たそうな。彼は、究極（最後）は自分で食して確かめたそうである。専門家がそう  
であったなら、まして私はゆるされよう。  
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◎ 平成22年度地区タイトル戦 優勝者・準優勝者 

王 座 戦 天 狗 戦 
 名人戦 

優 勝 準優勝 優 勝 準優勝 

淺 川 
真田誠次７段 

小黒 尚５段 

尾池秀夫４段 

草木昭臣３段 

高索信幸６段 

木村一男６段 

吉田 旭７段 

横内廣隆４段 

永坂道雄３段 

吉永満男３段 

恩 方 
吉沢 實７段 

五十嵐寛７段 

苫米地憲昭4段 

小池晴高６段 

徳満英世５段 

山崎 稔４段 

竹内朝晴４段 

真辺保幸２段 

池田清吾４段 

荒井 正５段 

元八王子 
山下則文６段 

中村幸雄５段 

入山慧三６段 

長島 廣４段 

中村幸雄５段 

宇井 久３段 

山田清志２級 

知沢吉雄４段 

野口勝久２級 

森本通俊２段 

中 野 
磯部信広６段  

清水文彦６段 

宮崎誠一５段 

浜道 進３段 

松野 勲３段 

矢野亮一４段 

浜中武夫２段 

松野 勲３段 

清水文彦６段 

中村 靖３段 

大和田 
鈴木浩治５段 

栗原久男２段 

山崎 満３段 

鈴木浩治５段 

安田 実２段 

畠山 彪初段 

秀島照次４段 

大橋利行４段 

伊藤保江２級 

根岸重利３級 

石 川 
田村 強３段 

坂本勝雄７段 

二宮 学３段 

金本好正６段 

藤井定雄５級 

― 

坂本勝雄７段 

水野義嗣５段 

水野義嗣５段 

― 

台 町 
高本 衛７段 

高本 衛７段 

常盤吉彦初段 

小林 寛５段 

吉田信夫６段 

山口正三４段 

長原脩策初段 

小林 寛５段 

江口靖碩７段 

江口靖碩７段 

由 木 
信江 俊７段 

高沼正三４段 

滝本喜久治３級 

三田 優５段 

大場芙美夫７段 

― 

奥山武平４段 

小林安雄４級 

三田 優５段 

大場芙美夫７段 

北 野 
古賀照也６段 

山県文雄６段 

広田桂介５段 

稲葉重雄５段 

古屋常男３段 

佐々木胖充３段 

佐藤義廣５段 

佐々木胖充３段 

甲斐正憲２級 

藤崎 稔６段 

長 房 
藤盛 茂５段 

小沢美智子４段 

鈴木吉治４段 

小沢美智子４段 

名取 進４段 

鈴木吉治４段 

名取 進４段 

木下桂蔵初段 

塚原和利７段 

小田辰郎４段 

川口やまゆり 
松崎邦夫６段 

井上國臣５段 

田中秀司３段 

石井忠興５段 

辻日出男３段 

山本数英５段 

若穂囲廣志７段 

山本良宣４段 

廣島松治５段 

矢島一雄３段 
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◎ お悔やみ申しあげます 

 長房寿囲碁同好会会長 中村幸男氏 去る１月４日に逝去されました。謹んで哀悼の意を 
表します。 

長房寿囲碁同好会    端山健次氏 去る１月１７日に逝去されました。謹んで哀悼の意 

を表します。 
 

 

 

◎ 第１０回 碁楽連理事会 
日時  平成２２年１２月１８日（土）９：００～１２：００  

  出席者 理事６名、端山昌夫氏、東淺川研修部：高橋俊之氏 
議案   １：東淺川研修部要望事項について 

     ２：総会へ向かっての準備について ―反省と見直し― 
       地区団体対抗囲碁会について 
       活きいき囲碁地区大会について 
       市民文化祭囲碁大会について 
       碁楽連大会について 
      
 

 
 

 

 

 

編集後記 時日の経つのも早いもので、平成２２年度も２月１３日のタイトル囲碁大会と

３月の総会のみとなりました。これらの準備と新年度に向けての作業があり、もうひと踏

ん張りですが、皆さんの協力のもと無事平成２２年度をしめたいとおもっています。 
  

       囲碁に偏らず、日常の出来事、ハイキング、旅行、ドライブ、読書、音楽、短歌、

俳句など・・・政治、宗教以外のことならなんでもOKです。写真も大歓迎です。ま

た、同好会員のご家族からでも結構ですのでお待ちしております。匿名での掲載希望

は、その旨お書きください。掲載させていただいた原稿については、薄謝を進呈しま

す。 
 原稿送付先 広報担当：三浦和夫 住所193-0813 四谷町７３１－６   

電話・fax   624-5429  
メールアドレス kz513miura@ybb.ne.jp 


